
1 1 1８ ． 教 育 実 習 の 実 態 調 査 ・ 教 職 課 程   F D   報 告

K G U
K a n t o  G a k ui n  U ni v e r si t y

2 0 2 3 　 V ol. 2 1

８ ． 教 育 実 習 の 実 態 調 査

　 　 教 職 課 程   F D   報 告

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 11 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 1 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 1 92 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 1 9



1 1 2 ８ ． 教 育 実 習 の 実 態 調 査 ・ 教 職 課 程   F D   報 告

調 査 報 告

教 育 実 習 の 実 態 調 査 － 本 学 学 生 へ の  2 0 2 3   年 度 ア ン ケ ー ト 調 査 報 告 －

	 関 東 学 院 大 学 　 社 会 学 部 教 職 課 程

細 	 田 　 　 聡

Ⅰ ． は じ め に

　 関 東 学 院 大 学 教 職 課 程 で は 、 2 0 0 3   年 度 よ り 教 育 実 習 の 実 態 調 査 を 行 っ て い る 。 こ の 調 査 の 目 的 の 第 一 は 、 本 学

で の 教 育 実 習 の 事 前 ・ 事 後 指 導 を 見 直 し 、 教 育 実 習 の 実 態 に 即 し た 指 導 ・ 教 育 に 活 用 す る こ と に あ る 。 目 的 の 第

二 は 、 今 後 、 教 育 実 習 に 赴 く １ ～ ３ 年 次 生 が 、 こ の 調 査 を 通 し て 、 よ り 明 確 な 教 育 実 習 イ メ ー ジ の 形 成 を 促 す 資

料 を 提 供 す る こ と に あ る 。 早 い 段 階 で 教 育 実 習 の 明 確 な イ メ ー ジ を 持 つ こ と で 、 教 職 へ の 高 い 意 識 を 構 築 す る こ

と が で き る だ ろ う 。 ま た 、 教 育 実 習 に 赴 く 前 に 現 実 的 で 具 体 的 像 を 形 成 し て お く こ と は 、 教 育 実 習 に 対 す る 過 度

に 楽 観 的 あ る い は 悲 観 的 な 態 度 を 防 い だ り 、 教 育 実 習 に 行 っ た 際 に 、 イ メ ー ジ と 現 実 と の ギ ャ ッ プ に 戸 惑 い 「 こ

ん な は ず で は な か っ た 」 と 悲 嘆 し た り す る こ と を 回 避 す る こ と に も つ な が る だ ろ う 。

　 特 に 、 全 国 的 な 教 員 不 足 が あ り 、 教 員 数 確 保 が 至 上 命 題 を 背 景 と し て 、 教 育 実 習 の 早 期 化 ・ 複 線 化 が 文 科 省 か

ら 打 ち 出 さ れ て い る 。 こ れ に 伴 い 教 員 採 用 試 験 の 時 期 も １ か 月 程 度 の 前 倒 し が 関 係 各 所 に 要 請 さ れ て い る 。 今 後 、

教 育 実 習 の あ り 様 も 大 き く 変 化 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

　 今 年 度 は 、 各 教 育 実 習 校 で の 感 染 拡 大 へ の 対 策 が 軌 道 に 乗 っ た こ と も あ り 、 以 前 と 同 様 に 教 育 実 習 生 の 多 く が

春 学 期 に 実 施 す る こ と が で き た 。 そ れ で は 、 コ ロ ナ 禍 が 収 束 し つ つ あ る 2 0 2 3   年 度 の 教 育 実 習 の 実 態 は い か な る

も の で あ っ た の で あ ろ う か 。 過 年 度 2 1   年 間 の 結 果 と 比 較 し な が ら 、 以 下 に 本 学 学 生 へ の 2 0 2 3   年 度 ア ン ケ ー ト 調

査 を 報 告 す る 。

Ⅱ ． ア ン ケ ー ト 調 査 報 告

１ ． ア ン ケ ー ト 基 礎 資 料

⑴ 　 ア ン ケ ー ト 実 施 時 期

2 0 2 4   年 １ 月 1 5   日 か ら 2 0 2 4   年 １ 月 3 1   日 ま で

⑵ 　 ア ン ケ ー ト 実 施 方 法

　 本 学 で 採 用 さ れ て い る 授 業 支 援 ツ ー ル （ L M S ） の 「 m a n a b a 」 に 「 2 0 2 3   年 度 教 育 実 習 ア ン ケ ー ト 」 と し て コ ー

ス を 設 定 し 、 そ の コ ー ス 内 の ア ン ケ ー ト 機 能 を 用 い て 実 施 し た 。 そ の 実 施 内 容 は 、 従 来 の 質 問 項 目 に 加 え 、 2 0 2 0

年 度 か ら の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 に 関 連 し た 質 問 項 目 と し て 「 実 習 校 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡

大 防 止 の た め に ど の よ う な 対 策 を し て い た か 」 、 「 あ な た 自 身 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に よ っ て 困 っ た

こ と は あ っ た か 」 を 設 定 し 、 困 る こ と が あ っ た 場 合 に は そ の 内 容 を 記 す 欄 を 設 け た 。

⑶ 　 ア ン ケ ー ト 回 答 者

　 2 0 2 3   年 度 の ア ン ケ ー ト 回 答 者 は 全 体 で 5 0   名 （ 男 性 3 4   名 、 女 性 1 6   名 ） で あ っ た 。 回 答 者 の 学 部 内 訳 を 表 １ に 示 す 。

ま た 、 過 去 2 1   年 間 に わ た る 回 答 者 合 計 数 は 1, 5 2 7   名 （ 男 1, 0 9 8   名 、 女 4 2 3   名 、 不 明 ６ 名 ） で あ っ た 。
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表 １ 　 ア ン ケ ー ト 回 答 者 の 学 部 内 訳

2 1   年 間 合 計 2 0 2 3   年 度

学 　 部 回 答 数 学 　 部 回 答 数

文 ／ 国 際 文 化 ／ 社 会 学 部  6 8 3
国 際 文 化 学 部 1 0

社 会 学 部 1 2

経 済 学 部 3 0 6 経 済 学 部 1 3

工 ／ 理 工 ／ 建 築 ・ 環 境 学 部  3 6 6
理 工 学 部 1 5

建 築 ・ 環 境 学 部 ０

法 学 部 1 6 9 － －

合 　 計 1 5 2 7 合 　 計 5 0

⑷ 　 ア ン ケ ー ト 内 容

　 ア ン ケ ー ト 内 容 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

Ｑ １ ． あ な た の 、 取 得 希 望 免 許 状 は ？

　 中 学 校 ： 外 国 語 （ 英 語 ） 、 社 会 、 数 学 、 理 科 、 技 術

　 高 等 学 校 ： 外 国 語 （ 英 語 ） 、 地 理 歴 史 、 公 民 、 商 業 、 数 学 、 理 科 、 工 業

Ｑ ２ ． あ な た の 実 習 校 は ？

　 都 道 府 県 （ 　 　 　 　 ） 、 □ 公 立  ／  □ 私 立 、 学 校 名 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 学 校 種 ： □ 中 学 校  ／  □ 高 等 学 校  ／  □ 中 高 一 貫 校

　 母 校 実 習 ： □ 母 校  ／  □ 母 校 以 外

Ｑ ３ ． 実 習 担 当 教 科 名

　 中 学 校 実 習 の 場 合 ： □ 外 国 語 （ 英 語 ） 、 □ 社 会 、 □ 数 学 、 □ 理 科 、 □ 技 術

　 高 等 学 校 実 習 の 場 合 ： □ 外 国 語 （ 英 語 ） 、 □ 地 理 歴 史 、 □ 公 民 、 □ 商 業 、 □ 数 学 、 □ 理 科 、 □ 工 業

Ｑ ４ ． 担 当 年 次

　 中 学 校 実 習 の 場 合 ： □ １ 年 、 □ ２ 年 、 □ ３ 年 　 　 　 高 等 学 校 実 習 の 場 合 ： □ １ 年 、 □ ２ 年 、 □ ３ 年

Ｑ ５ ． 実 習 期 間

　 （ 　 　 　 ） 月 （ 　 　 　 ） 日 か ら （ 　 　 　 ） 月 （ 　 　 　 ） 日 ま で

　 教 育 実 習 代 替 を 行 っ た 場 合 の 代 替 実 習 先 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 代 替 実 習 期 間 （ 　 　 　 ） 月 （ 　 　 　 ） 日 か ら （ 　 　 　 ） 月 （ 　 　 　 ） 日 ま で

Ｑ ６ ． 教 育 実 習 中 の 出 校 ・ 下 校 時 間

　 登 校 時 刻 （ 　 　 　 ） 時 （ 　 　 　 ） 分 頃 　 　 　 下 校 時 刻 （ 　 　 　 ） 時 （ 　 　 　 ） 分 頃

Ｑ ７ ． 教 育 実 習 中 に つ い て

　 Ｑ ７ － １ ． 見 学 実 習 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ２ ． 担 当 教 科 の 教 壇 実 習 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ３ ． 初 め て の 教 壇 実 習 日 目 ：   （ 　 　 　 ） 日 目

　 Ｑ ７ － ４ ． 総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 担 当 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ５ ． 道 徳 の 時 間 の 担 当 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ６ ． シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム の 担 当 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ７ ． ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム の 担 当 時 間 （ コ マ 数 ） ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ８ ． 部 活 動 参 加 回 数 と 参 加 時 の 参 加 時 間 ：  （ 　 　 　 ） 日 間 　 １ 日 平 均 （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － ９ ． 清 掃 指 導 の 参 加 回 数 ：   （ 　 　 　 　 ） 回

　 Ｑ ７ － 1 0 ． 授 業 準 備 に 要 し た 時 間 ：  一 日 平 均 （ 　 　 　 ） 時 間
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　 Ｑ ７ － 1 1 ． 研 究 授 業 に 要 し た 時 間 ：   （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － 1 2 ． 実 習 期 間 中 の 平 均 睡 眠 時 間 ： （ 　 　 　 ） 時 間

　 Ｑ ７ － 1 3 ．  学 校 行 事 へ の 参 加 の 有 無 ：   □ は い  ／  □ い い え 

参 加 し た 際 の 内 容 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ７ － 1 4 ．  そ の 他 の 活 動 へ の 参 加 の 有 無 ：   □ は い ／  □ い い え 

参 加 し た 際 の 内 容 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ７ － 1 5 ．  セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や そ れ に 近 い 行 為 の 有 無 ：   □ は い  ／  □ い い え 

は い の 場 合 の 状 況 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ７ － 1 6 ．  お 茶 く み や 職 員 室 の 清 掃 な ど の 要 求 ：   □ は い  ／  □ い い え 

は い の 場 合 の 状 況 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 

（ こ の 質 問 は 、 実 習 生 だ か ら と い う 理 由 で 要 求 さ れ た か ど う か を 問 う 意 図 ）

　 Ｑ ７ － 1 7 ．  実 習 校 で の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 対 策 

対 策 内 容 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ７ － 1 8 ．  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に よ っ て 困 っ た こ と ：   □ は い  ／  □ い い え 

は い の 場 合 の 内 容 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ７ － 1 9 ．  そ の 他 、 困 っ た こ と ：   □ は い  ／  □ い い え 

は い の 場 合 の 内 容 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

Ｑ ８ ． 教 職 課 程 へ の 改 善 要 望 ・ 意 見

　 以 下 の 事 項 に つ い て 、 改 善 要 望 や 意 見

　 Ｑ ８ － １ ．  学 習 指 導 案 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ２ ．  実 習 手 帳 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ３ ．  事 前 指 導 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ４ ．  講 演 会 な ど に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ５ ．  教 職 に 関 す る 科 目 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ６ ．  教 科 に 関 す る 科 目 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ５ ．  教 科 教 育 法 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ５ ．  教 育 実 習 事 前 見 学 に つ い て 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 Ｑ ８ － ５ ．  そ の 他 

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

図 １ 　 教 育 実 習 ア ン ケ ー ト 内 容
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２ ． 教 育 実 習 校 に つ い て

⑴ 　 取 得 希 望 免 許 状 に つ い て

　 2 0 2 3   年 度 の 回 答 者 5 0   名 の う ち 、 各 取 得 希 望 免 許 状 の 希 望 者 数 は 延 べ 1 2 5   名 で あ る （ 表 ２ は 、 本 ア ン ケ ー ト の

回 答 者 の 内 訳 で あ り 、 実 際 の 取 得 希 望 者 の そ れ と は 異 な る こ と に 留 意 頂 き た い 。 こ れ 以 降 の 図 表 も 同 様 ） 。 こ れ は 、

一 人 あ た り ２ 種 類 以 上 の 免 許 状 の 取 得 を 希 望 し て い る こ と を 示 す 。 ま た 、 中 学 校 の 教 職 免 許 状 取 得 希 望 よ り 、 高

等 学 校 の そ れ の 方 が 多 く 、 こ の 傾 向 は 過 去 2 1   年 間 と 同 様 の 結 果 で あ っ た 。

な お 、 理 工 学 部 学 生 が 中 学 校 （ 社 会 ） な ら び に 高 等 学 校 （ 地 歴 ・ 公 民 ） を 免 許 取 得 希 望 と し て い る の は 、 理 工 学

部 卒 業 生 が 科 目 等 履 修 生 と し て こ れ ら の 免 許 を 志 望 し た こ と に よ る 。 以 下 の 実 習 担 当 科 目 等 の デ ー タ も こ れ に

従 っ た 結 果 と な る 。

表 ２ 　 学 部 ご と の 教 育 職 員 免 許 状 の 取 得 希 望 者 数 （ 2 0 2 3   年 度

年 度

学 　 部
中 　 学 　 校 高 等 学 校

合 計
英 語   社 会   数 学   理 科   技 術   他   小 計   英 語   地 歴   公 民   商 業   数 学   理 科   工 業   情 報   他   小 計

2 3年 度

国 際 文 化   ７   ３   ０   ０   ０   ０  1 0   ７   ３   ３   ０   ０   ０   ０   ０   ０  1 3  2 3

社 会   ０  1 2   ０   ０   ０   ０  1 2   ０  1 2  1 1   ０   ０   ０   ０   ０   ０  2 3  3 5

経 済   ０  1 2   ０   ０   ０   ０  1 2   ０  1 2  1 0   ３   ０   ０   ０   ０   ０  2 5  3 7

理 工   ０   １   ８   ６   ０   ０  1 5   ０   １   １   ０   ７   ６   ０   ０   ０  1 5  3 0

計   ７  2 8   ８   ６   ０   ０  4 9   ７  2 8  2 5   ３   ７   ６   ０   ０   ０  7 6  1 2 5

2 1年 間

文 ・ 国 際 ・ 社 会  2 9 3  3 1 7   ０   ０   ０   ０  6 1 0  3 0 5  3 0 0  2 4 6   ０   ０   ０   ０   ０   ０  8 5 1  1 4 6 1

経 済   ２  2 4 0   ０   ０   ０   １  2 4 3   ２  2 0 0  2 0 0  3 2   ０   ０   ０   ０   １  4 3 5  6 7 8

工 ・ 理 工 ・ 建 築   ０   １  1 7 5  1 0 6  6 2   ０  3 4 4   ０   １   １   ０  1 7 5  1 0 9  1 3 1  1 5   ０  4 3 2  7 7 6

法   ２  1 5 4   ０   ０   ０   １  1 5 7   ４   ３  1 5 7   ０   ０   ０   ０   ０   １  1 6 5  3 2 2

計  2 9 7  7 1 2  1 7 5  1 0 6  6 2   ２  1 3 5 4  3 1 1  5 0 4  6 0 4  3 2  1 7 5  1 0 9  1 3 1  1 5   ２  1 8 8 3  3 2 3 7

　 ま た 、 取 得 希 望 免 許 状 を 、 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 と 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 の 種 類 に よ っ て 分 け て み る と 、

全 体 の 9 4 ％ が 両 方 の 免 許 状 取 得 希 望 で あ り 、 中 学 校 免 許 状 の み の 取 得 希 望 は ４ ％ 、 高 等 学 校 免 許 状 の み の 取

得 希 望 は ２ ％ で あ っ た （ 表 ３ 参 照 ） 。 過 去 2 1   年 間 に わ た っ て み る と 、 両 免 許 取 得 希 望 率 は い ず れ 学 部 に お い て

も 高 く 全 体 で 8 2 %   で あ り 、 次 い で 高 等 学 校 免 許 状 の み の 取 得 希 望 は 1 3 % 、 中 学 校 免 許 状 の み の 取 得 希 望 は ６

%   程 度 と な っ て い る 。

表 ３ 　 2 0 2 3   年 度 お よ び 過 去   2 1   年 間 の 種 類 別 に み た 教 育 職 員 免 許 状 の 取 得 希 望 者 数 お よ び そ の 割 合

年 度

学 　 部 中 学 免 許 の み 高 校 免 許 の み 中 高 免 許 総 　 計

2 3年 度

国 際 文 化 ０ 名   （ ０ % ）   ０ 名   （ ０ % ）  1 0   名   （ 1 0 0 % ）  1 0   名   （ 1 0 0 % ）

社 会 ０ 名   （ ０ % ）   ０ 名   （ ０ % ）  1 2   名   （ 1 0 0 % ）  1 2   名   （ 1 0 0 % ）

経 済 ０ 名   （ ０ % ）   １ 名   （ ８ % ）  1 2   名   （ 9 2 % ）  1 3   名   （ 1 0 0 % ）

理 工 ２ 名   （ 1 3 % ） 0 名 （ ０ % ）  1 3   名   （ 8 7 % ）  1 5   名   （ 1 0 0 % ）

計 ２ 名   （ ４ % ）   １ 名   （ ２ % ）  4 7   名   （ 9 4 % ）  5 0   名   （ 1 0 0 % ）

2 1年 間 計

文 ・ 国 際 ・ 社 会 3 4   名   （ ５ % ）  7 6   名   （ 1 1 % ）  5 7 6   名   （ 8 4 % ）  6 8 6   名   （ 1 0 0 % ）

経 済 3 3   名   （ 1 1 % ）  6 3   名   （ 2 1 % ）  2 1 0   名   （ 6 9 % ）  3 0 6   名   （ 1 0 0 % ）

工 ・ 理 工 ・ 建 築 1 2   名   （ ３ % ）  4 5   名   （ 1 2 % ）  3 0 9   名   （ 8 4 % ）  3 6 6   名   （ 1 0 0 % ）

法 ６ 名   （ ４ % ）  1 2   名   （ ７ % ）  1 5 1   名   （ 8 9 % ）  1 6 9   名   （ 1 0 0 % ）

計 8 5   名   （ ６ % ）  1 9 6   名   （ 1 3 % ）  1 2 4 6   名   （ 8 2 % ）  1 5 2 7   名   （ 1 0 0 % ）

⑵ 　 教 育 実 習 地 域 お よ び 実 習 校 に つ い て

　 神 奈 川 県 内 で の 教 育 実 習 の 実 施 は 、 今 年 度 は 5 2. 0 ％ と 例 年 通 り 過 半 数 で あ り 、 他 の 地 域 で の そ れ を 圧 倒 し て

い た 。 ま た 、 関 東 地 方 で の 実 施 は 6 8. 0 ％ で 近 都 県 で の 実 施 割 合 は 高 い 。 ま た 、 今 年 度 は 、 中 部 地 方 が 1 6. 0 %   と

高 く 、 次 い で 北 海 道 ・ 東 北 地 方 が 8. 0 %   で あ っ た （ 図 ２ 参 照 ） 。 こ の 傾 向 は 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 過 去 2 1   年 間

と 類 似 し た 傾 向 で あ る が 、 今 年 度 は 近 畿 地 方 お よ び 中 国 ・ 四 国 地 方 で の 実 習 実 施 の 回 答 者 は い な か っ た 。

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 51 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 5 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 02 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 0
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北 海 道 ・ 東 北 地 方

中 部 地 方

九 州 地 方

神 奈 川

東 京

他 ５ 県

関 東 地 方

年 度   教 育 実 習 実 施 地 域

図 ２ 　 2 0 2 3   年 度 　 教 育 実 習 の 実 施 地 域 の 割 合

 

北 海 道 ・ 東 北 地 方

中 部 地 方

近 畿 地 方

中 国 ・ 四 国 地 方

九 州 地 方

神 奈 川

東 京

他 ５ 県

関 東 地 方

年 間 の 教 育 実 習 実 施 地 域

図� ３ 　 過 去   2 1   年 間 の 教 育 実 習 実 施 地 域 の 割 合

　 教 育 実 習 校 を 分 類 し て み る と 、 表 ４ に 示 す よ う に 、 今 年 度 の 学 生 は 、 4 2 ％ が 公 立 中 学 校 、 4 4 %   が 公 立 高 等

学 校 と い う よ う に 8 7 ％ が 公 立 で 教 育 実 習 を 行 っ た 。 そ し て 、 私 立 高 等 学 校 ９ ％ 、 私 立 中 高 一 貫 校 ４ ％ で あ っ た 。

ま た 、 今 年 度 は 、 中 学 校 で の 実 習 は 7 0 ％ と 例 年 よ り 高 い 傾 向 で あ っ た 。 2 1   年 間 で は 、 中 学 校 と 高 等 学 校 で の

実 習 の 割 合 は 同 程 度 で あ る 。

表 ４ 　 教 育 実 習 校 の 高 等 学 校 ・ 中 学 校 お よ び 公 立 ・ 私 立 の 分 類

年 度

実 習 校   中 学 校 高 　 校 中 学 校 ･   高 校 無 回 答 総 　 計

2 3年 度
公 立  3 5   名   （ 7 0 % ） 8 名 （ 1 6 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ）  4 3   名   （ 8 6 % ）

私 立   ０ 名   （ ０ % ） 4 名 （ 8 % ） 3 名 （ 6 % ） 0 名 （ 0 % ） 7 名 （ 1 4 % ）

無 回 答 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ）

合 計  3 5   名   （ 7 0 % ）  1 2   名   （ 2 4 % ） 3 名 （ 6 % ） 0 名 （ 0 % ）  5 0   名   （ 1 0 0 % ）

2 1年 間 計
公 立  6 2 3   名   （ 4 1 % ）  3 9 7   名   （ 2 6 % ） 3 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ）  1 0 2 3   名   （ 6 7 % ）

私 立  4 8   名   （ 3 % ）  2 1 6   名   （ 1 4 % ）  6 0   名   （ 4 % ） 0 名 （ 0 % ）  3 2 4   名   （ 2 1 % ）

無 回 答  8 8   名   （ 6 % ）  8 4   名   （ 6 % ） 6 名 （ 0 % ） 2 名 （ 0 % ）  1 8 0   名   （ 1 2 % ）

合 計  7 5 9   名   （ 5 0 % ）  6 9 7   名   （ 4 6 % ）  6 9   名   （ 5 % ） 2 名 （ 0 % ）  1 5 2 7   名   （ 1 0 0 % ）

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 61 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 6 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 02 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 0
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（ 3 ） 実 習 校 が 母 校 か 否 か に つ い て

　 2 0 0 4   年 度 よ り 実 習 校 が 母 校 で あ る か 否 か の 質 問 項 目 を 付 加 し た 。 こ の 結 果 に つ い て は 、 表 ５ に 示 す と お り 、

今 年 度 は 、9 4 ％ が 母 校 実 習 で あ っ た 。 横 浜 市 で は 2 0 1 4   度 よ り 小 中 学 校 の 教 育 実 習 受 け 入 れ の 調 整 が 始 め ら れ た 。

横 浜 市 教 育 委 員 会 に 一 括 し て 申 し 込 む 一 括 方 式 と 従 来 通 り の 内 諾 方 式 が 併 用 さ れ た 。 今 年 度 も こ の 併 用 方 式 は

継 続 さ れ て い る が 、 例 年 通 り 、 母 校 実 習 が 多 い 傾 向 に 代 わ り が な い 。

　 た だ し 、 こ れ か ら 教 育 実 習 の 早 期 化 ・ 複 線 化 が 本 格 的 に 実 施 さ れ る 場 合 に は 、 各 自 治 体 教 育 委 員 会 に て 各 大

学 の 教 育 実 習 生 の 各 地 域 で の 割 り 振 り が 行 わ れ 、 母 校 外 実 習 が 多 数 と な る こ と も 予 想 さ れ 、 こ れ に つ い て は 今

後 注 視 し て い く 必 要 が あ る 。

表 ５ 　 母 校 で の 教 育 実 習 の 実 施 頻 度 　 （ ＊ ： 教 育 実 習 先 が 母 校 か 否 か は   0 4   年 度 よ り 調 査 開 始 ）
年 度

実 習 校  中 学 校 高 　 校 中 学 校 ･   高 校 無 回 答 総 　 計

2 3年 度
母 校  3 2   名   （ 6 4 % ）  1 2   名   （ 2 4 % ） 3 名 （ 6 % ） 0 名 （ 0 % ）  4 7   名   （ 9 4 % ）

母 校 外 2 名 （ 4 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 2 名 （ 4 % ）

無 回 答 1 名 （ 2 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ） 1 名 （ 2 % ）

合 計  3 5   名   （ 7 0 % ）  1 2   名   （ 2 4 % ） 3 名 （ 6 % ） 0 名 （ 0 % ）  5 0   名   （ 1 0 0 % ）

2 0年 間 計
母 校  5 9 8   名   （ 4 1 % ）  5 8 1   名   （ 4 0 % ）  5 5   名   （ 4 % ） 2 名 （ 0 % ）  1 2 3 6   名   （ 8 5 % ）

母 校 外  3 9   名   （ 3 % ）  1 1   名   （ 1 % ） 3 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ）  5 3   名   （ 4 % ）

無 回 答  8 7   名   （ 6 % ）  6 9   名   （ 5 % ） 7 名 （ 0 % ） 0 名 （ 0 % ）  1 6 3   名   （ 1 1 % ）

合 計  7 2 4   名   （ 5 0 % ）  6 6 1   名   （ 4 6 % ）  6 5   名   （ 4 % ） 2 名 （ 0 % ）  1 4 5 2   名   （ 1 0 0 % ）

（ ４ ） 実 習 教 科 お よ び 担 当 年 次 に つ い て

　 教 育 実 習 中 に 担 当 し た 教 科 を 学 部 ご と に 分 類 し た 結 果 が 表 ６ で あ る 。 こ の 表 と 前 掲 表 ２ の 取 得 希 望 免 許 状 の

分 類 と 比 較 す る と 、 当 然 の こ と で は あ る が 、 全 体 と し て 取 得 希 望 免 許 状 に 応 じ た 教 科 を 担 当 し て い る こ と が 理

解 さ れ る 。

表 ６ 　 教 育 実 習 で の 実 習 担 当 教 科

年 度

学 部
中 学 校 高 校

総 計
英 語   社 会   数 学   理 科   技 術   他   合 計   英 語   地 歴   公 民   商 業   数 学   理 科   工 業   情 報   他   合 計

2 3年 度

国 際 文 化  4  2 6  3  2 5  1 1

社 会 9 9  2  2 4  1 3

経 済 1 1 1 1 1  1 2  1 3

理 工 1  6  5 1 2  1 2  1 4  1 6

合 計  4  2 3  6  5 3 8  3  5  3  1  2  1 1 5  5 3

2 1年 間 計

文 ・ 国 際 ・ 社 会  1 8 5  1 6 4 3 4 9  1 4 4  1 3 8  4 8 3 3 0  6 7 9

経 済 1 4 6 1 4 6  8 1  5 8  2 4 1 6 3  3 0 9

工 ・ 理 工 ・ 建 築  1  1  1 0 3  5 7  2 4  1 8 6  1 7 0  4 8  4 6  1 0  1 7 5  3 6 1

法 1 0 3 1 0 3  6  5 9 1  6 6  1 6 9

合 計  1 8 6  4 1 4  1 0 3  5 7  2 4  7 8 4  1 4 4  2 2 6  1 6 5  2 4  7 0  4 8  4 6  1 0  1  7 3 4  1 5 1 8

　 担 当 年 次 に つ い て は 、 中 学 校 で 実 習 を 行 う 場 合 、 今 年 度 は 顕 著 に ２ 年 次 を 担 当 し た 割 合 が 4 1 ％ と 多 く 、 １

年 次 お よ び ３ 年 次 を 担 当 す る 実 習 生 は い ず れ も 3 0 ％ で あ り 、 各 学 年 を 一 定 数 の 実 習 生 が 担 当 し て い た 。 一 方 、

実 習 校 が 高 等 学 校 で あ っ た 場 合 、 今 年 度 は １ 年 次 を 担 当 す る 割 合 が 4 7 ％ と 顕 著 に 高 く 、 ２ 年 次 お よ び ３ 年 次

は と も に 2 7 ％ で あ っ た （ 図 ４ ） 。

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 71 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 1 7 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 02 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 0



1 1 8 ８ ． 教 育 実 習 の 実 態 調 査 ・ 教 職 課 程   F D   報 告

図 ４ 　 実 習 校 に お け る 担 当 年 次 の 割 合 （ 複 数 年 度 担 当 者 も い る こ と か ら 合 計 は   1 0 0 %   に は な ら な い ）

　 今 年 度 、 複 数 学 年 を 担 当 し た 学 生 は 、 中 学 校 で は 1 2 ％ 、 高 等 学 校 で は 1 8 ％ で あ っ た （ 図 ５ ） 。 こ の 傾 向 は 、

過 去 2 1   年 間 平 均 と ほ ぼ 一 致 す る 。 複 数 学 年 を 担 当 す る 際 に は 、 授 業 担 当 範 囲 や 分 野 が 異 な る こ と か ら 、 実 習

生 へ の 負 担 は 増 加 す る こ と に 留 意 を 促 す 必 要 が あ る 。

 

図 ５ 　 実 習 中 に 担 当 し た 学 年 数 の 割 合

　 実 習 期 間 は 取 得 希 望 免 許 状 に よ っ て 異 な る が 、 9 3 ％ の 学 生 が ３ 週 間 の 実 習 に 赴 い た 。 こ の 傾 向 は 2 1   年 間 通

じ て ほ ぼ 一 貫 し て い る 。

３ ． 教 育 実 習 中 の 生 活 に つ い て

（ １ ） 教 育 実 習 中 の 在 校 時 間

　 実 習 校 へ の 登 校 時 刻 の 結 果 を 図 ６ に 示 す 。 登 校 時 刻 の 平 均 は 、 過 去 2 1   年 間 と ほ ぼ 等 し く ７ 時 3 8   分 で あ っ た 。

過 年 度 に お い て は ７ 時 2 0   分 ～ 4 0   分 と 早 め に 登 校 す る 場 合 と ８ 時 0 0   分 ～ ８ 時 2 0   分 に 登 校 す る 遅 め の 場 合 の ２

ピ ー ク が 認 め ら れ た が 、 今 年 度 は ７ 時 2 0   分 ～ 4 0   分 に １ ピ ー ク が あ り 、 そ の 前 後 で は 低 下 す る 傾 向 で あ っ た 。
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多 く の 学 生 に と っ て は 、 普 段 の 学 生 生 活 と 比 較 す る と 非 常 に 早 い 登 校 時 刻 で あ り 、 特 に 実 習 当 初 は か な り 辛 い

と 感 じ た と 推 察 さ れ る 。

図 ６ 　 実 習 期 間 中 の 登 校 時 刻 の 分 布

　 次 に 、 下 校 時 間 を 図 ７ に 示 す 。 今 年 度 の 平 均 下 校 時 間 は 1 8   時 4 3   分 で あ り 、1 8   時 か ら 1 9   時 の 下 校 時 刻 が ピ ー

ク で あ っ た 。 過 年 度 の ピ ー ク は 1 9   時 か ら 2 0   時 で あ る が 、 こ こ 数 年 来 、 下 校 時 刻 が 早 ま る 傾 向 に あ る 。 ま た 、

過 年 度 と 同 様 、 今 年 度 も 2 1   時 以 降 の 下 校 が 一 定 数 い た 。 ま た 、 下 校 時 刻 の 標 準 偏 差 は 4 9   分 と 例 年 よ り は 小 さ

い も の の 登 校 時 刻 と 比 較 す る と 大 き く 、 2 1   年 間 で は １ 時 間 超 で あ る 。 こ れ は 実 習 校 に よ っ て 下 校 時 刻 に バ ラ

ツ キ が 大 き い こ と を 意 味 す る 。

図 ７ 　 実 習 期 間 中 の 下 校 時 刻 の 分 布

　 以 上 の 登 校 時 刻 と 下 校 時 刻 の デ ー タ か ら 各 実 習 生 の 在 校 時 間 を 算 出 し た 。 そ の 結 果 を 図 ８ に 示 す 。 今 年 度 は 、

1 0   時 間 か ら 1 2   時 間 半 に わ た っ て 在 校 時 間 が 幅 広 く 分 布 し 、 明 ら か な ピ ー ク は 見 い だ せ な い 。 今 年 度 の 平 均 在

校 時 間 は 1 1   時 間 程 度 で あ り 過 年 度 平 均 よ り 2 0   分 短 い こ と が 理 解 さ れ る 。 そ れ で も 平 均 し て 1 1   時 間 を 超 え 、

長 時 間 に わ た っ て 実 習 校 で 活 動 し て い る 姿 が 浮 か び 上 が る 。 ま た 、 9 3 ％ の 実 習 生 が 1 0   時 間 以 上 、 2 3 ％ が 1 2   時
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間 以 上 在 校 す る と い う 結 果 で あ り 、 過 年 度 と 同 様 、 実 習 中 は 、 １ 日 の 多 く の 時 間 を 実 習 校 で 過 ご し て い る こ と

に は 変 わ り が な か っ た 。

図 ８ 　 実 習 期 間 中 の 平 均 在 校 時 間 の 分 布

（ ２ ） 実 習 期 間 中 の 睡 眠 時 間

　 教 育 実 習 か ら 戻 っ た 学 生 か ら 話 を 聞 く と 、 「 実 習 期 間 中 は と て も 疲 れ 、 と に か く 忙 し か っ た 」 と 答 え る 学 生

が 大 多 数 で あ る 。 こ の 忙 し さ は 実 習 期 間 中 の 睡 眠 時 間 に も 表 れ る （ 図 ９ 参 照 ） 。 睡 眠 時 間 は 平 均 す る と 5. 5   時 間 （ 標

準 偏 差 1. 8   時 間 ） で あ り 、 過 去 2 1   年 間 平 均 よ り も や や 長 い も の の 、 分 布 状 態 は 類 似 し て い る 。 ま た 、 ６ 時 間

未 満 で あ っ た 実 習 生 は 4 6 ％ （ 過 年 度 6 1 ％ ） で あ り 、 普 段 の 生 活 と は 異 な り 睡 眠 不 足 の 状 態 で あ っ た と 推 察 さ れ 、

体 調 管 理 に も 十 分 気 を 付 け る よ う 指 導 す る こ と も 必 要 と な ろ う 。

図 ９ 　 実 習 中 の 平 均 睡 眠 時 間

４ ． 教 育 実 習 中 の 授 業 に つ い て

（ １ ） 見 学 実 習

　 見 学 実 習 し た 回 数 （ 時 間 ） は 、 今 年 度 は 2 0   か ら 2 4   回 に ピ ー ク が あ り 、 平 均 す る と 2 1. 7   時 間 で あ り 、 こ れ

は 2 1   年 間 平 均 の 1 8. 1   時 間 よ り も 多 い （ 図 1 0   参 照 ） 。 ま た 、 6 5 ％ の 実 習 生 が 1 5   時 間 以 上 の 見 学 実 習 を 経 験 し

て い る こ と や 標 準 偏 差 が 1 5. 3   時 間 と 大 き い こ と も 認 め ら れ る 。 こ れ ら の 結 果 は 、 実 習 生 に 対 す る 見 学 時 間 を
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ど の 程 度 設 け る か は 、 実 習 校 や 担 当 教 員 の 指 導 方 法 に よ っ て 大 き く 異 な る が 、 見 学 実 習 が 増 加 傾 向 に あ る こ と

が 示 唆 さ れ る 。

 

図   1 0 　 教 育 実 習 中 に お け る 見 学 実 習 時 間 の 分 布

（ ２ ） 教 壇 実 習

　 教 壇 実 習 を 行 っ た 時 間 の 結 果 を 図 1 1   に 示 す 。 こ れ に よ る と 教 壇 実 習 は 、 平 均 1 7. 4   時 間 （ 標 準 偏 差 9. 0   時 間 ）

で あ り 、 最 も 回 答 が 多 か っ た の が 1 5   ～ 1 9   時 間 で あ っ た 。 数 年 来 、 教 壇 実 習 回 数 が 減 少 傾 向 に あ っ た が 増 加 に

転 じ た 結 果 と な っ た 。 ま た 、 ６ 割 を 超 え る 実 習 生 が 1 5   時 間 以 上 、 3 8 ％ の 実 習 生 が 2 0   時 間 以 上 の 教 壇 実 習 を 経

験 し て い た 。 先 の 結 果 と 合 わ せ て 考 え る と 、 見 学 実 習 も 教 壇 実 習 も 増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 こ れ は 、 実 習

校 が 実 習 生 に 授 業 力 を 積 ま せ た い と の 認 識 が あ っ た と も 推 察 さ れ る 。 た だ 、 標 準 偏 差 が 9. 0   時 間 と 大 き く 、 こ

こ で も 実 習 校 や 指 導 教 諭 に よ っ て 指 導 方 法 が 大 き く 異 な る こ と が 認 め ら れ る 。

図   1 1 　 教 育 実 習 中 に お け る 教 壇 実 習 時 間 の 分 布

　 で は 、 教 育 実 習 の 何 日 目 に 教 壇 実 習 を 行 っ た の か 。 こ れ を 図 1 2   に 示 す 。 今 年 度 の 結 果 は 平 均 5. 9   日 目 （ 標

準 偏 差 は 2. 4   日 ） で あ り 、 過 去 2 1   年 間 の 平 均 と ほ ぼ 同 じ で あ っ た 。 ま た 、 今 年 度 の 最 多 回 答 は ４ 日 目 で あ り

過 年 度 の ６ 日 目 と 比 較 す る と や や 早 い 。

　 見 学 実 習 や 教 壇 実 習 が 増 加 し 、 初 教 壇 実 習 が 早 ま る 傾 向 が あ る こ と か ら 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 も 薄 ま り つ つ あ る
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中 で 、 実 習 生 に 授 業 経 験 を 積 ま せ た い と い っ た 実 習 校 の 想 い が 表 れ て い る と 考 え ら れ る 。

図   1 2 　 教 壇 実 習 の 開 始 日 の 分 布

（ ３ ） 授 業 準 備 に つ い て

　 実 習 生 の 力 量 が 試 さ れ る の が 教 壇 実 習 で あ る 。 図 1 3   に 授 業 準 備 に ど の 程 度 の 時 間 を か け た か を 示 す 。 今 年

度 は 、 平 均 4. 4   時 間 （ 標 準 偏 差 2. 3   時 間 ） で あ り 、 過 年 度 ま で 減 少 傾 向 に あ っ た 授 業 準 備 時 間 に 歯 止 め が か か っ

た と 考 え ら れ る 。 実 習 校 で は 教 壇 実 習 が 増 え 、 こ れ に 応 じ る 形 で 授 業 準 備 に 追 わ れ る 様 子 が 覗 え る 。 授 業 準 備

に か け る 時 間 は 、 教 壇 授 業 の 質 に 直 接 関 係 す る こ と か ら 、 本 学 実 習 生 も 授 業 準 備 に 一 生 懸 命 取 り 組 ん だ こ と と

考 え ら れ る 。

図   1 3 　 授 業 準 備 に か か る 実 時 間

　 一 方 、 授 業 準 備 に か け る 時 間 に 対 し て 、 研 究 授 業 に か け る 平 均 準 備 時 間 は ２ 倍 以 上 と な り 、 1 0. 1   時 間 （ 標 準

偏 差 8. 5   時 間 ） に 及 ん だ （ 図 1 4 ） 。 ま た 、 ８ 時 間 以 上 か け て 研 究 授 業 案 に 取 り 組 ん だ 実 習 生 は 5 5 ％ と 大 き な 割

合 を 占 め る （ 過 年 度 4 2 ％ ） 。 通 常 の 教 壇 授 業 よ り も 研 究 授 業 の 準 備 に 約 ２ 倍 の 時 間 を か け る 傾 向 は 例 年 ど お り

で あ る が 、 今 年 度 は 、 授 業 準 備 お よ び 研 究 授 業 の い ず れ も 時 間 を か け て い る 特 徴 が 認 め ら れ た 。 過 年 度 よ り 、

授 業 へ の 取 り 組 み 時 間 の 増 加 傾 向 が 認 め ら れ 、 生 徒 の 前 で 授 業 す る こ と に 真 摯 に 向 き 合 っ た 結 果 と 推 察 す る 。
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図   1 4 　 研 究 授 業 の 準 備 に か か る 実 時 間

（ ４ ） 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ／ 探 究 ・ 道 徳 の 時 間

　 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 に よ り 、 高 等 学 校 の 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 が 2 0 2 2   年 度 か ら 「 総 合 的 な 探 究 の 時 間 」

に 変 わ っ た 。 教 科 や 科 目 の 枠 組 み を 超 え た 課 題 に 取 り 組 む 点 は こ れ ま で 通 り だ が 、 自 ら 探 究 す る テ ー マ を 設 定

す る 点 に 重 き を 置 く こ と に な る 。 「 学 習 」 が 「 探 究 」 に 置 き 換 わ る だ け で な く 、 そ の 内 容 も 大 き く 変 化 し た と

予 想 さ れ る 。

図   1 5 　 「 総 合 的 学 習 の 時 間 」 の 担 当 時 間 の 分 布

　 今 年 度 の 実 習 生 は 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 を ど の 程 度 担 当 し た の で あ ろ う か 。 そ の 結 果 を 図 1 5   に 示 す 。 こ

れ に よ る と 、 今 年 度 は 、 中 学 校 で は 担 当 し た 割 合 は 3 6 ％ で あ り 、 過 去 2 1   年 間 と 比 較 す る と 減 少 し た 。 一 方 、

高 等 学 校 で は 5 6 ％ と 上 昇 し 、 こ れ ま で の 中 学 校 で 多 く 高 等 学 校 で 少 な い と い っ た 傾 向 が 逆 転 し た 。 教 科 ・ 科

目 等 横 断 的 な カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト の 軸 と し て 、 「 総 合 的 な 探 究 の 時 間 」 が 位 置 づ け ら れ る こ と か ら 、

今 後 も 教 育 実 習 指 導 で は 、 担 当 す る こ と を 前 提 と し て 、 実 習 生 に 指 導 す る こ と が 必 要 と な ろ う 。

　 次 に 、 道 徳 の 時 間 を 担 当 し た 時 間 数 の 結 果 を 図 1 6   に 示 す 。 道 徳 の 時 間 を 担 当 し た 割 合 は 、 中 学 校 実 習 で は

6 7 ％ 、 高 等 学 校 実 習 で は ０ ％ と い う 結 果 で あ っ た 。 こ こ 数 年 間 は 「 道 徳 の 時 間 」 を 担 当 す る 場 合 が 増 加 す る 傾
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向 に あ っ た が 、 今 年 度 は 異 な る 様 相 を 示 し た 。 し か し な が ら 、 小 学 校 で は 「 特 別 の 教 科 　 道 徳 」 が 始 ま り 、 こ

れ が 中 学 校 お よ び 高 等 学 校 に も 波 及 す る こ と も 予 想 さ れ 、 S D G s   や 多 様 性 の 視 点 、 未 だ に 発 生 す る い じ め 問 題

な ど 新 た な 道 徳 教 育 を 担 当 す る こ と を 事 前 に 想 定 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。

図   1 6 　 「 道 徳 の 時 間 」 の 担 当 時 間 の 分 布

５ ． 授 業 以 外 の 活 動 に つ い て

（ １ ） ホ ー ム ル ー ム

　 図 1 7   に シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム の 担 当 回 数 を 示 す 。

図   1 7 　 シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム の 担 当 回 数 の 分 布

　 今 年 度 は 1 6. 1   回 （ 標 準 偏 差 6. 9   回 ） と 例 年 （ 平 均 1 5. 0   回 、 標 準 偏 差 7. 9   回 ） よ り も 担 当 回 数 が や や 増 加 し て

い る も の の ほ ぼ 同 等 で あ り 、 実 習 生 は ほ ぼ 毎 日 シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム を 担 当 し て い た 。

　 ま た 、 図 1 8   に ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム の 担 当 回 数 を 示 す 。 今 年 度 の 担 当 割 合 は 例 年 と 比 べ て や や 低 く 5 0 ％ 弱 で

あ っ た 。 こ の 傾 向 は 一 昨 年 度 か ら 継 続 し 、 ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム を 担 当 す る 機 会 が 減 少 傾 向 に あ る 。 ホ ー ム ル ー

ム の 運 営 に つ い て は 、 担 当 教 科 以 上 に 柔 軟 な 対 応 が 求 め ら れ 、 実 習 生 も 学 級 運 営 の 難 し さ を 体 感 す る 場 面 で も

あ り 、 そ の 機 会 の 減 少 は 懸 念 さ れ る と こ ろ で あ る 。
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図   1 8 　 ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム の 担 当 回 数 の 分 布

（ ２ ） 部 活 動 へ の 参 加

　 部 活 動 へ の 参 加 の 程 度 を 示 し た も の が 図 1 9   で あ る 。 今 年 度 の 部 活 動 へ の 参 加 は 過 年 度 5. 9   回 と ほ ぼ 同 等 で 6. 0

回 で あ っ た 。 ま た 、 参 加 し な か っ た 実 習 生 は ご く 僅 か で あ り 、 ほ と ん ど の 実 習 生 が 少 な く と も １ 回 は 参 加 し て

い た 。

図   1 9 　 実 習 期 間 中 で の 部 活 動 へ の 参 加 の 度 合 い

　 図 2 0   に １ 日 の 部 活 動 へ の 参 加 時 間 の 結 果 を 示 す 。 こ れ に よ る と 、 実 習 生 は 平 均 し て １ 日 1. 8   時 間 の 部 活 動

に 参 加 を し て い る 。 そ の 中 で も １ 割 弱 の 実 習 生 が ４ 時 間 以 上 に わ た っ て 部 活 動 に 参 加 し て い た 。 こ の 実 習 生 の

部 活 動 参 加 は 、 実 習 校 教 員 か ら は 生 徒 と の 関 わ り あ う 態 度 と し て 高 く 評 価 さ れ る 。 ま た 、 実 習 生 自 身 も 教 室 と

は 異 な る 生 徒 の 側 面 が 見 え 、 生 徒 と 親 密 な 関 係 が 築 け る 場 と し て 良 か っ た と 答 え る ケ ー ス が ほ と ん ど で あ る 。

た だ し 、 部 活 動 を 通 し て 生 徒 と 触 れ 合 う 意 義 は あ ろ う が 、 身 体 的 負 担 も 大 き い と 思 わ れ る 。 こ の こ と か ら 教 育

実 習 に 過 度 に 影 響 が お よ ぶ 参 加 の 仕 方 に は 注 意 を 促 す 必 要 も あ ろ う 。
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図   2 0 　 １ 日 の 部 活 動 へ の 参 加 時 間

（ ３ ） 清 掃 活 動 へ の 参 加

　 清 掃 活 動 の 参 加 に つ い て は 、 図 2 1   に 示 す と お り 、 今 年 度 は 1 2. 6   回 （ 標 準 偏 差 5. 0   回 ） と 過 年 度 と ほ ぼ 同 様 で あ っ

た 。 こ れ は 、 実 習 生 は 、 実 習 期 間 の ほ ぼ 毎 日 、 清 掃 活 動 に 参 加 し て い た こ と を 意 味 す る 。 こ う い っ た 清 掃 活 動

に お い て も 生 徒 と の 接 点 が 生 ま れ 有 意 義 な 時 間 で あ る と の 実 習 生 の 声 は 多 い 。

図   2 1 　 清 掃 指 導 の 参 加 回 数 の 分 布

（ ４ ） 学 校 行 事 な ど へ の 参 加 に つ い て

　 今 年 度 の 学 校 行 事 へ 参 加 し た 割 合 は 6 9 ％ で あ り 、 過 去 2 1   年 間 の 平 均 7 3 ％ と 比 較 す る と や や 低 い が ほ ぼ 同 等

で あ る （ 図 2 2   参 照 ） 。 昨 年 度 ま で は 、 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 学 校 行 事 そ の も の が 減 少 し た こ と に よ り 行 事 参 加 率

の 低 下 が 認 め ら れ て い た が 、 今 年 度 は コ ロ ナ 禍 以 前 に 戻 り つ つ あ る と 言 え る 。 参 加 し た 実 習 生 に よ る と 、 例 年

通 り 、 体 育 祭 や 合 唱 コ ン ク ー ル な ど へ の 参 加 が 多 く 、 中 に は 、 避 難 訓 練 に 参 加 し た 例 も あ っ た 。

　 「 そ の 他 の 行 事 」 へ の 参 加 は 3 2 ％ に 留 ま り 、 例 年 （ 4 1 ％ ） よ り も 少 な い 。 そ の 内 容 と し て は 、 花 壇 整 備 、 来

客 へ の お 茶 だ し 、 体 力 測 定 な ど で あ る 。 こ う い っ た 多 種 多 様 な 活 動 に 参 加 す る こ と で 教 員 の 多 様 な 仕 事 の 一 面

を 見 る こ と が で き た の で は な い か と 思 わ れ る 。
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図   2 2 　 学 校 行 事 な ど へ の 参 加 の 度 合 い

６ ． ス ク ー ル ハ ラ ス メ ン ト な ど に つ い て

　 ス ク ー ル ハ ラ ス メ ン ト は 、 人 権 を 侵 害 し 、 個 人 の 尊 厳 を 損 ね る 行 為 で あ り 、 学 生 ・ 生 徒 の 学 ぶ 権 利 お よ び 教

職 員 の 働 く 権 利 へ の 重 大 な 障 害 と な る 。 残 念 な が ら 、 教 育 現 場 で の ハ ラ ス メ ン ト 問 題 が 後 を 絶 た な い 。 今 年 度

は ハ ラ ス メ ン ト を 訴 え た 学 生 が 一 人 い た （ 図 2 3 ） 。

　 2 1   年 間 平 均 で は ２ ％ の 学 生 が 被 害 を 受 け た と 回 答 し 、 過 去 に は 、 「 て め ぇ !! 」 「 お 前 の こ と 教 育 実 習 生 と し て

認 め な い 」 「 先 生 に な れ る わ け が な い !! 」 「 大 学 に 連 絡 し て 実 習 自 体 を 辞 め せ て も ら う よ う に 連 絡 す る か ら な !! 」

と い っ た 言 葉 の 暴 力 や パ ワ ハ ラ 、 「 教 員 に 肩 を も ま れ た 」 「 電 話 番 号 を し つ こ く 聞 か れ た 」 「 食 事 に 強 引 に 誘 わ

れ た 」 な ど と い っ た セ ク ハ ラ ま が い の ケ ー ス も あ っ た 。 今 後 も 事 前 指 導 な ど で 、 生 徒 か ら の 質 問 へ の 対 応 を 含

め 、 実 習 先 教 員 と の 飲 食 の 場 で の セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や そ れ に 近 い 行 為 に つ い て 注 意 を 促 し 、 安 易 に 飲 み

会 や 食 事 の 誘 い に 乗 ら な い よ う 指 導 す る 必 要 が あ ろ う 。

　 ま た 、 明 確 な セ ク シ ャ ル ハ ラ ス メ ン ト や パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト で は な い に せ よ 、 お 茶 く み や 職 員 室 の 清 掃 な ど 、

教 育 実 習 と は 本 来 関 係 の な い 要 求 の 有 無 に つ い て 若 干 名 の 学 生 が そ う い っ た 要 求 を 受 け た こ と が あ る と 回 答 し

た 。 こ の 項 目 は 、 も ち ろ ん 自 主 的 に 行 わ れ る な ら ば 推 奨 さ れ る 行 動 で あ る が 、 「 実 習 生 だ か ら 」 と い う 理 由 で

強 制 的 に 求 め ら れ る こ と は な か っ た か 、 と い う 主 旨 で の 設 問 で あ る 。 こ う い っ た 事 柄 は 、 実 習 校 側 で は そ れ ほ

ど 大 げ さ な こ と で は な い と の 認 識 が あ る の か も し れ な い 。 し か し 、 こ の 結 果 は 、 免 許 状 取 得 の た め 、 お か し い

と 思 っ て も 受 け 入 れ る し か な い と い う 思 い を 持 っ て い る 実 習 生 も い た こ と を 示 す 。 そ の 割 合 は 、 今 年 度 は 4 % （ 2 1

年 間 平 均 は 6 % ） で あ っ た 。 そ の 内 容 と し て は 「 実 習 生 だ か ら 朝 早 く 登 校 し て 清 掃 す る よ う に 言 わ れ た 」 と 述

べ る も の が ３ 名 い た 。 も ち ろ ん 、 朝 清 掃 は 望 ま し い 活 動 で あ ろ う が 、 実 習 生 だ か ら と い う 理 由 で あ っ た 場 合 に

は 、 問 題 と あ る 可 能 性 が あ る 。
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図   2 3 　 ス ク ー ル ハ ラ ス メ ン ト な ど 困 惑 し た 事 態 を 経 験 し た 度 合 い

　 上 記 以 外 で 、 教 育 実 習 期 間 中 に 困 っ た こ と に 関 し 、 そ の 有 無 と 内 容 に つ い て 質 問 を し た 。 そ の 結 果 を 図 2 3

に あ わ せ て 示 す 。 今 年 度 、 困 っ た こ と が あ っ た と 回 答 し た の は ３ ％ で あ っ た 。 そ の 内 容 は 、 担 当 教 員 と 実 習 生

間 の ト ラ ブ ル で あ り 、 「 事 前 準 備 を あ ら か じ め 提 出 し た が 確 認 し て も ら え ず 、 直 前 に 修 正 す る よ う 指 示 さ れ た 」

「 事 前 に 決 ま っ て い た 教 壇 実 習 以 外 に 担 当 教 員 の 授 業 を 変 わ っ て ほ し い と 突 然 言 わ れ た 」 「 体 育 祭 中 に 足 を 負 傷

し て し ま っ た 」 と い っ た こ と が 発 生 し て い た 。 こ う い っ た ス ク ー ル ハ ラ ス メ ン ト や そ れ に 類 す る ケ ー ス は 一 定

の 割 合 で 存 在 し 、 そ の 改 善 は あ ま り 進 ん で い な い と 思 わ れ る 。

７ ． 新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 防 止 な ど に つ い て

　 今 年 度 も 、 新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 の 中 で の 教 育 実 習 で あ っ た こ と か ら 、 こ れ に 関 す る 質 問 を 新 た に 設 け た 。 今

年 度 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 困 っ た 事 態 が あ っ た と す る 割 合 は 1 0 ％ に 過 ぎ ず 、 2 0 2 0   年 度 以 降 、 こ の 割 合 は 減 少 し て

い る （ 図 2 4   参 照 ） 。

図� 2 4 　 教 育 実 習 中 の 新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 に 伴 う 困 っ た 事 態 の 割 合

　 ま た 、 実 習 校 で の 感 染 拡 大 防 止 対 策 に つ い て 回 答 率 複 数 回 答 含 ） を 図 2 5   に 示 す 。 こ れ に よ る と 、 除 菌 ・ ア ル コ ー

ル 消 毒 ・ う が い な ど の 「 消 毒 ・ 手 洗 い 等 」 は 昨 年 度 ま で は ５ 割 以 上 の 回 答 で あ っ た が 、 今 年 度 は 3 2 ％ と 低 下 し た 。
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体 温 チ ェ ッ ク な ど の 「 検 温 ・ 健 康 管 理 」 は 2 0 2 1   年 度 を 境 に 低 下 し 、 室 内 換 気 や ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス ・ ア

ク リ ル 板 設 置 な ど 「 換 気 ・ 距 離 対 策 」 も 年  々 低 下 し 、 今 年 度 は と も に ８ ％ で し か な か っ た 。 た だ 、 「 マ ス ク 等

着 用 」 や 「 食 事 時 の 管 理 」 は 継 続 し て 対 策 が 実 施 さ れ て い る 。

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 位 置 づ け が 、 ２ 類 相 当 と さ れ て い た が 2 0 2 3   年 ５ 月 か ら ５ 類 感 染 症 と 変 更 さ れ

た こ と が 大 き く 影 響 し た と 考 え ら れ 、 全 体 的 に は 、 新 型 コ ロ ナ 特 有 の 対 策 は 低 減 傾 向 に あ り 、 来 年 度 も こ の 傾

向 が 継 続 す る と 思 わ れ る 。

図   2 5 　 実 習 校 で の 新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 防 止 対 策 数

Ⅲ ． ま と め

　 今 年 度 の 教 育 実 習 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 が 収 束 し つ つ あ る 中 で 実 施 さ れ た 。 教 育 実 習 校 で は 感

染 拡 大 防 止 策 が 定 着 し 、 様  々 な 制 限 も 解 除 さ れ 授 業 運 営 や 学 校 行 事 が 従 前 に 戻 る 様 子 が 認 め ら れ た 。 こ う い っ

た 環 境 下 で 学 生 た ち は 実 習 経 験 す る こ と に な っ た 。

　 学 生 は 実 習 校 に て ど の よ う な 実 習 を 行 っ て き た の か 、 ど ん な 点 を 負 担 に 感 じ て い る の か 、 典 型 的 な 実 習 生 の

実 習 中 の 過 ご し 方 を 見 て み よ う 。

　 朝 ７ 時 4 0   分 前 に 登 校 し 、 1 9   時 近 く ま で の 約 1 1   時 間 を 教 育 実 習 校 で 過 ご す 。 ３ 週 間 の 実 習 中 に 、 2 0   回 強 の

見 学 実 習 で 授 業 の 進 め 方 を 学 び 、 1 7   回 程 度 の 教 壇 実 習 を 行 う 。 教 壇 実 習 は 第 ２ 週 目 か ら 始 ま っ た が 、 そ の た

め に ４ 時 間 以 上 か け て 苦 労 し な が ら 教 案 作 り を 繰 り 返 す 。 自 分 で は 頑 張 っ て 準 備 し た つ も り で も 、 授 業 は 上 手

く 進 ま ず 、 担 当 教 員 か ら 厳 し い 指 導 を 受 け る 。 ３ 週 目 に 行 わ れ る 研 究 授 業 は 教 育 実 習 の 集 大 成 で あ り 、 こ れ に

は い つ も の ２ 倍 以 上 の 時 間 を か け て 念 入 り に 準 備 す る 。 睡 眠 時 間 は ５ 時 間 半 程 度 で あ り 、 実 習 後 半 に は 疲 れ は

ず い ぶ ん 蓄 積 す る 。

　 ま た 、 実 習 中 に は 、 担 当 教 科 以 外 の 道 徳 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 担 当 し た り 、 ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム で 学 級 運

営 を 任 さ れ た り す る 。 ま た 、 ほ ぼ 毎 日 の シ ョ ー ト ホ ー ム ル ー ム や 清 掃 活 動 を 行 い 、 部 活 動 に も ３ 日 に １ 回 は 顔

を 出 し 2   時 間 程 度 参 加 す る 。 と き に は 、 体 育 祭 な ど の 学 校 行 事 に 生 徒 と と も に 準 備 し 参 加 し た り 、 文 化 祭 の 手

伝 い を 行 っ た り す る 。 こ う い っ た 多 様 な 仕 事 内 容 に 戸 惑 い な が ら も 何 と か 自 分 な り に 対 応 し よ う と す る 。 ま た 、

登 校 時 の ア ル コ ー ル 消 毒 を 促 し 、 食 事 の 際 の 黙 食 に も 気 を 配 る 。 空 き 時 間 や 放 課 後 に 担 当 教 諭 か ら 指 導 を 受 け

つ つ 、 次 の 日 の 授 業 準 備 を 進 め る 。 ま た 、 自 宅 に 戻 っ て か ら も 授 業 の こ と が 気 に な り 授 業 構 成 に 思 案 す る 。

　 辛 く て 苦 し い 思 い を し な が ら も 、 生 徒 た ち に 受 け 入 れ て も ら え た 時 に は 喜 び を 感 じ 、 ま た 、 自 ら の 成 長 も 実
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感 で き 、 実 習 が 終 わ る 頃 に な る と 幾 ば く か の 寂 し さ も 覚 え る よ う に な る 。 研 究 授 業 が 終 わ り 、 達 成 感 と 不 十 分

さ を 味 わ い 、 自 分 の 力 量 を 思 い 知 る 。 最 後 の ロ ン グ ホ ー ム ル ー ム で は 突 然 の サ プ ラ イ ズ に 驚 き 、 合 唱 し て も ら

い 寄 せ 書 き の 色 紙 を 受 け 取 り 、 涙 が あ ふ れ ん ば か り で お 別 れ の 挨 拶 を す る ・ ・ ・ 。

　 過 去 2 1   年 間 に わ た り 教 育 実 習 ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 1, 5 2 7   件 の デ ー タ を 蓄 積 す る こ と と な っ た 。 こ の よ う に

実 習 生 が 体 験 し て き た 内 容 を デ ー タ と し て 把 持 し て お く こ と は 、 学 校 現 場 や 教 育 環 境 が ど の よ う に 移 り 変 わ っ

て い く の か を 把 握 す る 一 つ の 手 段 に も な ろ う 。 ま た 、 そ の 変 化 を 敏 感 に 察 知 し 教 育 実 習 の 事 前 指 導 に も 織 り 込

む こ と に よ っ て 、 学 校 現 場 の 多 様 性 に 柔 軟 に 対 応 で き る 学 生 を 育 む こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め に も 、 今 後 も 、

教 職 課 程 の 改 善 へ と つ な げ る 第 一 歩 と す る た め に 、 こ の ア ン ケ ー ト 結 果 を 有 効 に 活 用 し て い き た い と 考 え て い

る 。
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は じ め に

　 本 稿 は 、 2 0 2 2   年 度 か ら 2 0 2 3   年 度 に か け て の 授 業

改 善 ア ン ケ ー ト 及 び 授 業 担 当 者 懇 談 会 の 議 論 な ど を

踏 ま え 、 本 学 で 学 ぶ 学 生 の 学 習 状 況 と 教 員 養 成 ・ 教

職 課 程 の 在 り 方 等 を 考 察 す る も の で あ る 。

１ 　 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト の 目 的

　 鈴 木 は 、 2 0 1 7   年 度 「 教 職 課 程 Ｆ Ｄ 報 告 」 で 「 学

生 に よ る 授 業 評 価 を 分 析 し ・ ・ ・ 教 育 の 質 的 向 上 を

図 る 」 ⑴ と 示 し た 。 こ れ は 専 任 教 員 、 非 常 勤 講 師 や

本 学 の 教 職 に 指 導 、 支 援 を い た だ い て い る 関 係 者 の

間 で 共 有 さ れ て い る 認 識 で あ る 。 こ れ ま で も 率 直 な

意 見 交 換 や 、 特 に コ ロ ナ に よ り ズ ー ム な ど を 活 用 す

る 授 業 へ の 取 り 組 み な ど で は 随 時 教 務 課 職 員 と 協 力

し 、 授 業 改 善 を 図 っ て き た 。 そ し て 、 専 任 、 非 常 勤

講 師 、 教 務 課 な ど の 連 携 協 力 が さ ら に 進 み 、 F D   は

一 定 の 成 果 を 上 げ て き た と 言 え る 。

　 し か し な が ら 、 コ ロ ナ が 日 本 中 を 席 巻 し 、 特 に 教

育 界 に お い て は 児 童 生 徒 の 発 達 に 関 す る 議 論 が 活 発

に な さ れ 、 そ の 対 応 に 苦 慮 し て き た こ と は 周 知 の と

お り で あ る 。 小 中 学 生 時 代 に コ ロ ナ を 体 験 し て き た

世 代 に 関 す る 分 析 は 各 方 面 で な お 続 い て い る が 、 中

3   ～ 高 3   時 を コ ロ ナ 下 で 過 ご し た 生 徒 が 、 高 等 教 育

の 場 で あ る 大 学 に 進 学 し 、 本 学 で も 注 力 し て い る 初

年 次 教 育 を 通 じ て 、 い わ ゆ る 高 校 ま で の 学 習 体 系 か

ら 大 学 で の 学 び に 向 か う 「 転 換 教 育 」 ⑵ は 試 行 錯 誤

を 繰 り 返 し て い る と 言 え る 。

　 国 立 大 学 法 人 、 い わ ゆ る 旧 帝 大 と そ れ に 準 ず る 研

究 大 学 志 向 の 大 学 で は 学 生 の 意 欲 や 高 い 基 礎 学 力 に

支 え ら れ 比 較 的 傷 は 浅 い よ う で あ る 。

　 が 、 そ れ 以 外 か ら は 、 ゼ ミ 、 実 験 ・ 実 習 と い う 段

階 に 入 る と 学 生 の 苦 し み に 対 す る 教 職 員 側 の 工 夫 や

よ り 厚 い 手 立 て を 行 う こ と で 研 究 時 間 が 著 し く 減 じ

教 職 課 程 Ｆ Ｄ 報 告

「 フ ル コ ロ ナ 以 降 の 大 学 に お け る 授 業 と 教 員 養 成 の 課 題 ～  2 0 2 3   年 度 教 職 課 程

F D   報 告 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト 及 び 授 業 担 当 者 懇 談 会 の 議 論 等 を 踏 ま え て ～ 」

関 東 学 院 大 学 　 理 工 学 部 教 職 課 程 　 佐 藤 幸 也

た と い う よ う な 声 な ど も 聞 く 。 私 学 で は 大 規 模 で 資

金 や 施 設 設 備 、 教 職 員 体 制 が 充 実 し て い る と こ ろ と 、

中 小 規 模 だ が 比 較 的 柔 軟 に 対 応 し や す い 大 学 で は 、

そ れ な り に 学 生 の 満 足 度 が 高 い と い う 場 合 が あ る と

い う こ と も 聞 か な い で は な い 。

　 そ れ ゆ え 、 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト の 目 的 を 果 た す た

め の 対 応 は 、 よ り 複 雑 に な っ て き て い る 。 本 学 の 場

合 は 各 学 部 に よ っ て そ れ ぞ れ あ り 方 が 異 な る の で 、

一 概 に 述 べ る こ と は 困 難 で あ る 。 が 、 全 学 や 各 学 部

で な さ れ て い る   F D   研 修 は 、 教 職 員 の い わ ゆ る 授 業

力 向 上 に つ な が っ て き て い る こ と を ま ず 確 認 し て お

き た い 。

　 た だ し 、 以 下 の 分 析 で は 、 教 職 課 程 に 絞 り 、 あ く

ま で も 目 安 と し て の そ れ で あ る こ と を 断 っ て お く 。

２ ． 方 法

　 ① 対 象

　 　 2 0 2 3   年 度 春 学 期 教 職 課 程 に お い て 開 講 さ れ た

講 義 を 対 象 と す る 。

　 ② 実 施 方 法

　  　 講 義 の 時 間 を 利 用 と し た ア ン ケ ー ト や 学 生 が 時

間 を 設 定 し て 回 答 す る 方 法 で 、 無 記 名 で 行 わ れ た 。

　 ③ 内 容

　  　 質 問 内 容 は 関 東 学 院 大 学 の 共 通 フ ォ ー マ ッ ト に

よ る 。 具 体 的 資 料 等 は こ こ で は 割 愛 す る が 、 従 来

か ら 行 わ れ て き た 内 容 で あ り 、 年 次 ご と の 比 較 検

討 可 能 な も の と な っ て い る 。

３ 　 結 果

　 2 0 2 3   年 度 春 学 期 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト に お け る 学

部 全 体 の 総 合 評 価 （ 設 問 1 2 ） の 平 均 値 は 4. 1   と な り 、

前 回 （ 2 0 2 2   年 度 秋 学 期 4. 2 ） と 比 較 し て 低 い 評 価 と
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な っ た 。 　 学 部 全 体 で 設 問 項 目 別 に 、 過 去 4   期 分 の 平 均 値 を

比 較 し た の が 下 表 と な る 。

　 学 部 全 体 で 、 前 回 よ り も 平 均 値 が 上 が っ た 設 問 は 、

9   設 問 中 3   設 問 で あ っ た 。 逆 に 前 回 よ り も 平 均 値 が

下 が っ た 設 問 は 、 9   設 問 中 4   設 問 で あ っ た 。 そ れ 以

外 の 2   設 問 は 前 回 と 同 水 準 で あ っ た 。

　 教 職 課 程 に つ い て は 、 9   設 問 中 6   設 問 で 学 部 以 外

全 体 平 均 を 下 回 っ た 。 中 で も 、

・  設 問 5 「 こ の 授 業 で の あ な た の 欠 席 回 数 は 何 回 で

す か 。 」 4. 2 5 （ 学 部 以 外 全 体 平 均 4. 5 3 ） 、

・  設 問 3 「 こ の 授 業 の た め に 週 平 均 何 時 間 く ら い 「 授

業 時 間 外 学 習 （ 予 習 ・ 復 習 ・ 課 題 な ど ） 」 を し ま

し た か 。 」 2. 3 2 （ 同 2. 4 5 ） 、

・  設 問 2 「 こ の 授 業 の シ ラ バ ス （ 授 業 概 要 ） を ど の

程 度 読 み ま し た か 。 」 3. 1 7 （ 同 3. 2 7 ） な ど は 下 回 っ

た 設 問 で あ っ た 。

　 授 業 の 総 合 評 価 で あ る 設 問 1 2 「 こ の 授 業 の 総 合

評 価 は 、 ど れ に あ て は ま り ま す か 。 」 を 比 較 す る と 、

教 職 課 程 は 4. 0 8 （ 同 4. 1 1 ） で あ る 。

４ 　 考 察

　 全 学 の   F D 「 学 部 以 外 ・ 学 生 に よ る 授 業 改 善 ア ン

ケ ー ト 報 告 書 」 ⑶ や 非 常 勤 講 師 懇 談 会 な ど で の   F D

研 修 も 踏 ま え て 考 え る な ら ば 、 「 １ 　 目 的 」 で あ げ

た コ ロ ナ 問 題 が 学 生 の 基 礎 学 力 及 び 学 び 方 に 大 き な

影 響 を 与 え て い る こ と は 否 め な い 。

　 特 に 、 教 員 の 資 質 形 成 に 必 要 な グ ル ー プ ワ ー ク の

手 法 、 そ れ を ま と め 、 発 表 す る 機 会 の 喪 失 が も た ら

し た 問 題 で あ る 。 リ モ ー ト で 出 来 な い わ け で も な い

が 、 教 育 的 効 果 を 考 え る な ら ば 対 面 で 行 う こ と が 望

ま し い 。

　 理 工 学 部 で い え ば 、 実 験 ・ 実 習 を 学 生 同 士 で 協 力

し な が ら 進 め 、 テ ィ ー チ ン グ ア シ ス タ ン ト や 実 習 助

手 の 支 援 を 受 け な が ら 進 め る よ う な こ と に 躊 躇 な い

し は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の が 苦 手 だ と い う 学

生 が 目 立 つ 。

　 文 科 省 は 、 中 学 高 校 に お け る 理 科 の 実 験 ・ 実 習 が

極 め て 少 な い こ と を 問 題 視 し 、 充 実 さ せ る よ う 図 っ

て き た 。 そ の 実 効 性 に は 疑 問 が 残 る が 、 大 学 入 試 で
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も 旧 国 立 大 学 で は 実 験 に 関 す る 問 題 が 増 え て き た 。

中 学 、 高 校 で の 実 験 実 習 、 社 会 科 、 地 理 な ど で の

フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 実 施 を 促 す よ う な 作 用 を 果 た し

て い る 。 こ こ で は 総 合 的 な 学 力 を 見 る た め に 英 文 で

設 問 し 、 受 験 生 が 実 験 の 、 社 会 科 学 系 で は デ ー タ を

示 し て そ れ を 論 理 的 に 説 明 す る よ う な 作 題 を 工 夫 し

て い る 。 い わ ゆ る ト ッ プ 私 学 で も 同 様 の 傾 向 が 見 ら

れ る 。

　 つ ま り 、 中 学 高 校 、 大 学 受 験 に お い て 生 徒 の 学 力

を 測 る 手 法 と し て 、 手 間 暇 は か か る が 、 生 徒 同 士 で

課 題 を 設 定 し 、 問 題 解 決 （ 的 ） 、 課 題 解 決 的 学 習 を

重 ね て 学 力 の 伸 長 と 人 格 形 成 を 促 す と い う 、 本 来 的

公 教 育 の 目 的 に 沿 う 入 試 へ の 転 換 を 図 っ て い る と い

う こ と だ 。

　 そ こ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 教 育 現 場 で は そ の よ

う な 授 業 を 展 開 し 、 学 級 経 営 や 生 徒 指 導 と 連 動 さ せ

な が ら 生 徒 の 個 別 具 体 的 か つ 最 適 な 学 び の 実 現 を 担

い う る よ う な 教 員 を 求 め て い る と い う こ と だ 。

　 こ の 点 は 、 非 常 勤 で 教 科 教 育 法 な ど を 担 当 し て お

ら れ る 講 師 （ 先 生 方 ） が 特 に 留 意 し て 指 導 し て い る

よ う で あ る 。 F D   研 修 会 の 席 や 個 別 的 な 話 し 合 い の

場 で 具 体 的 な 学 生 対 応 を 含 め て 示 さ れ る 。 そ し て 、

こ の 点 が 極 め て 重 要 で あ る 。 本 当 の   F D   は 、 フ ォ ー

マ ル 、 イ ン フ ォ ー マ ル 双 方 を 通 じ て 教 務 課 ・ 事 務 方

の 支 援 を 得 な が ら 教 員 同 士 が 率 直 に 意 見 交 換 を す る

こ と で 充 実 す る 。

ま と め

　 F D   の 結 果 は デ ー タ 上 で は 考 察 で 述 べ た と お り で

あ る が 、 明 ら か に コ ロ ナ の 影 響 を 受 け て 入 学 し て き

た 学 生 た ち で あ る 。 そ の 中 で 教 職 を 目 指 す 学 生 は 、

こ れ ま で も そ の 意 欲 と 本 学 で の 成 績 は 比 較 的 高 い 水

準 で 推 移 し て き た 。 そ し て 、 大 学 院 等 へ の 進 学 や 教

育 現 場 で の 活 躍 等 は 伝 わ っ て く る 。

　 教 育 実 習 事 前 指 導 の 場 で 現 役 の   O G ・ O B   に 特 別

講 話 や 個 別 指 導 な ど も 開 催 し て い る が が 、 こ れ に 参

加 す る 学 生 の 志 気 は 高 く 、 意 欲 が 増 進 さ れ る 。 そ の

た め 、 そ う し た 機 会 を も っ と 充 実 さ せ た い が 、 経 費

負 担 の 問 題 な ど が あ り 、 今 の と こ ろ   O G ・ O B   の 善

意 に た よ っ て い る 。

　 ど の よ う な 教 師 像 を 描 く か の 前 に 、 学 生 本 人 が 自

分 は ど の よ う な 人 間 に な り た い の か 、 ど の よ う な 人

生 を 歩 み た い か 、 社 会 に 対 し て ど う 貢 献 す る の か と

い っ た こ と な ど の 突 き 詰 め 、 具 体 像 が 弱 く 、 こ れ が

専 門 職 と し て の 教 職 を 目 指 す こ と と そ の た め に 努 力

し な け れ ば な ら な い こ と へ の 学 生 側 の 甘 さ も 目 立

つ 。 ま た は ど う す れ ば い い の か 、 と い う 問 題 で 悩 む

学 生 に 教 職 員 側 が ど の よ う な 手 立 て を 講 じ れ ば い い

の か は 個 別 具 体 的 で あ る と と も に 、 教 育 方 法 学 会 、

教 師 教 育 学 会 を は じ め と す る 教 育 関 連 の 学 会 で よ く

議 論 さ れ る と こ ろ で あ る 。

　 こ れ は 、 単 に 教 職 の 授 業 で 獲 得 さ れ る も の で は な

い 。 幅 広 い 社 会 的 活 動 の 蓄 積 を 必 要 と す る 。 学 校 ボ

ラ ン テ ィ ア 活 動 を は じ め 教 育 、 福 祉 分 野 の 社 会 体 験

に 積 極 的 に 参 加 す る こ と 等 が 重 要 で あ る 。

　 教 職 の た め の   F D   は 開 講 し て い る 授 業 ば か り で は

な く 、 実 際 に 広 い 裾 野 、 実 生 活 と 、 各 自 所 属 し て 学

ん で い る 専 門 科 目 、 そ れ を 支 え る ＜ 教 養 ＞ の 修 得 、

と い っ た 点 か ら 考 察 さ れ る こ と が 今 後 は 望 ま し い だ

ろ う 。

注

１  　 鈴 木 み ゆ き 「 教 養 課 程   F D   報 告 ─ 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト の

分 析 」 関 東 学 院 大 学 教 職 課 程 委 員 会 編 『 教 職 課 程 ジ ャ ー ナ

ル 』 V ol. 1 4 、 2 0 1 7   年 ３ 月 、 7 8   頁 。

２  　 国 立 大 学 で い わ ゆ る 教 養 課 程 の 廃 止 や 学 部 ・ 学 科 再 編 な

ど が 進 ん だ こ と で 弱 体 化 し て と 言 わ れ る 教 養 課 程 で は 、 高

校 ま で の 受 け 身 の 学 習 か ら 探 究 的 、 研 究 的 、 学 際 的 学 び を

自 ら 行 え る よ う 指 導 す る 工 夫 が 多 く な さ れ た 。 そ れ ら の 一

つ が 「 転 換 教 育 」 で あ る 。

３  　 学 部 以 外 ・ 学 生 に よ る 授 業 改 善 ア ン ケ ー ト 報 告 書 」 関 東

学 院 大 学 、 2 0 2 3   年 1 0   月 。

 （ 2 0 2 4 年 3   月 2 5   日 ）

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 3 31 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 3 3 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 22 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 2



1 3 4 ８ ． 教 育 実 習 の 実 態 調 査 ・ 教 職 課 程   F D   報 告

1 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 3 41 1 1 - 1 3 4 _ 2 4 1 0 2 8 2 5 _ 6 . 0 2 c _ W C C 2 3 . i n d d       1 3 4 2 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 22 0 2 4 / 0 9 / 1 1       1 3 : 4 2 : 2 2




